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支援工学理学療法学会誌 

投稿要領

1．本誌の目的
①支援系理学療法学および関連する分野の研究
を公表し、理学療法学を発展させる。

②理学療法士の卒後継続教育に資する教育的な
論文を掲載する。

③支援系理学療法の発展に関する記録や資料を
掲載する。

2．記事の種類
①研究論文（原著）：新規性および独創性があ
り、明確な結論を示した論文。症例の臨床的
問題や治療結果について科学的に研究を行
い、考察を行った論文。単一の対象者であっ
ても、被験者内での多重クロスオーバーデザ
イン（いわゆる n-of-1試験＊）による介入効果
を検証した研究論文を含む。
（＊参考：Kravitz, R.L. Design and implemen-

tation of N-of-1 trials: a user's guide.
https://ef fectivehealthcare.ahrq.gov/prod-
ucts/n-1-trials/research-2014-5）

②短報：研究の速報・略報として簡潔に記載さ
れた短い研究論文。

③症例報告：症例として報告の意義がある、あ
るいは新技術として公開することに意義があ
る論文

④その他：システマティックレビュー、症例報
告、実践報告、調査報告など編集委員会で掲
載が適切と判断された論文および記事（なお、
症例報告とは症例の治療および経過などにつ
いて論理的に提示し、考察を行ったもの。実
践報告とは、理学療法の研究・教育・臨床等
の実践の中で、新たな工夫や介入、結果等に
ついて具体的かつ客観的に情報提示し、その
内容が有益と判断されたもの）。

3．投稿者の資格
本誌への投稿資格は原則として、共著者のうち

に日本支援工学理学療法学会会員がいること。た
だし、会員が含まれない場合であっても編集委員
会が、本学会への貢献が認められた場合は、採択
することができる。
なお、依頼原稿についてはこの限りではない。
投稿論文の共著者に学生会員を含むことができ
る。研究や調査の際に倫理上人権上の配慮がなさ
れ、その旨が文中に明記されていること。人およ
び動物を対象とする研究の場合は、必要な倫理審
査を受けた旨を明記すること。

4．投稿原稿の条件
投稿原稿は他誌に発表または投稿中の原稿でな
いこと。本規定および執筆規定にしたがい作成す
ること。

5．投稿承諾書
著者の論文への責任および著作権譲渡の確認の
ため、別紙の投稿承諾書に自筆による署名をして
提出すること。

6．利益相反
利益相反の可能性がある事項（コンサルタント
料、株式所有、寄付金、特許など）がある場合は
本文中に記載すること。なお、利益相反に関して
は日本理学療法士学会連合が定める「利益相反の
開示に関する基準」を遵守すること。
投稿時に「COI自己申告書」を提出しなければ

ならない。申告時の内容については、謝辞等にそ
の旨記載する。COI状態がない場合も、謝辞等に
「開示すべき COI状態はない」などの文言を記載
し、自己申請書を提出する。

7．著作権
本誌に掲載された論文の著作権は、日本支援工
学理学療法学会に属する。また、本誌に掲載され
た論文はオンライン公開される。

8．研究倫理
ヘルシンキ宣言および厚生労働省の「人を対象
とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」
などの医学研究に関する指針に基づき対象者の保
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護には十分留意し、説明と同意などの倫理的な配
慮に関する記述を必ず行うこと。また、研究にあ
たり、所属研究機関あるいは所属施設の倫理委員
会ないしそれに準ずる機関の承認を得ることを必
須とし、倫理審査委員会名および承認番号（また
は承認年月日）を必ず記載すること。なお、倫理
審査委員会より承認の非該当となった場合には、
その旨を記載する。

9．原稿の採択
原稿の採否は複数の査読者の意見を参考に編集

委員会において決定する。査読の結果、編集方針
にしたがって原稿の修正を求めることがある。修
正を求められた場合は 2カ月以内に修正稿を再提
出すること。提出期限を超過した場合は新規投稿
論文として扱われる。また、必要に応じて編集委
員会の責任において字句の訂正を行うことがあ
る。

10．校正
著者校正は原則として 1回とし、誤字脱字を除
く文章および図表の変更は原則として認めない。

11．掲載に関する費用
規定の分量の範囲内までは無料掲載するが、超

過した場合は超過分に要した実費を徴収する場合
がある。

12．原稿送付方法および連絡先
1）原稿送付方法
本学会のメールアドレス（journal@jsatpt.jspt.
or.jp）へ投稿すること。原稿書式など詳細は執
筆規程に定める。

2）問合せ先
〒 106-0032　東京都港区六本木 7-11-10
一般社団法人　日本支援工学理学療法学会　
「日本支援工学理学療法学会学会誌」編集室

TEL：03-6804-1626
E-mail：journal@jsatpt.jspt.or.jp
註 1： 国際医学雑誌編集者委員会：生物医学雑

誌への投稿のための統一規定（http://
www.icmje.org/recommendations/）

註 2： 厚生労働省：研究に関する指針について
（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunit-

suite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/i-
kenkyu/index.html

《執筆規程》

1．原稿の分量および形式
1）原稿はパソコンまたはワープロ（テキストファ
イル形式）を用い、A4版横書き縦 40行・横 40
字の 1,600字分を 1枚とし、文献、図表、写真
を含み、本文の合計が 10枚（16,000字相当）以
内を原則とする。1,600字用紙で 3枚程度の短
報も可能。

2）図表、写真は、それぞれ 1枚につき原稿 400字
分と換算し、原則として合計 5枚以内とする。
図は製版できるよう作成し、表はタイプ又は
ワープロで作成する。写真は白黒を原則とし、
カラー写真の場合には実費負担とする。

3）刷り上がり 5ページ（8,000字相当）までの掲載
は無料。6ページ以上の超過ページは実費徴収
する場合がある。

2．論文の構成
1）原稿の表紙に、①題名（和文および英文）、②キー
ワード（5語以内）、③希望する原稿カテゴリー
（研究論文（原著）、短報、研究報告、症例報告、
その他）、④前回投稿時の Paper ID（再投稿や
再々投稿の場合のみ）。

2）原稿本文には、和文の要旨（400字以内）とキー
ワード（5語以内）、本文、文献、英語要旨（300
語以内の Abstract）と Keywords（5語以内）の順
に記載し、通し番号を付け、図表及び写真を添
付する。また、原稿本文の各ページには行番号
を付けること。

3）図、表及び写真は 1枚ずつ別紙とし、図 1、表
1および写真 1などの番号をつける。さらに図
及び写真の標題や説明は、別紙 1枚に番号順に
記入する。

4）本文：本文は原則以下の項目に沿って本文を構
成すること。ただし、研究論文（原著）以外の記
事の種類の論文においては、著者の判断で項目
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名を変更してもよい。
①はじめに（序論、緒言）：研究の背景、臨床的
意義、研究の目的、取り扱っている主題の範
囲、先行研究との関連性の明示などを記述す
る。

②対象および方法
用いた研究方法について第 3者が追試できる
ように記述する。倫理的配慮も記述すること。

③結果（成績）
研究で得られた結果を本文および図表を用い
て記述する。データは、検証、追試を行いや
すいように図（グラフ）よりも表にして数値で
示す方が望ましい。

④考察（分析）
結果の分析・評価、今後の課題、などを記述
する。

⑤結論
研究で得られた結論を 200～ 300字で簡潔に
記述する。

⑥利益相反
利益相反の有無について記載する。

⑦謝辞
著者資格には該当しない研究への貢献者につ
いては謝辞に記載する。

5）文献：引用文献のみとする
6）年号は原則として西暦を使用し、外国語、外国
人名、地名は、原語もしくはカタカナ（最初は
原綴りを併記）で書く。略語は本文中の最初に
出たところでフルネームを入れる。

7）文献の記載方法
a）本文中の該当箇所の右肩に、順に 1）、2）…
の通し番号を付し、文末に番号順に揚げる。

b）雑誌の場合
著者名：題名．雑誌名，巻（号）：引用ページ，
発行年　の順に記載する。
（例）
井村恒郎 : 知覚抗争の現象について . 精神経
誌 , 60 : 1239─1247, 1958.
Baxter, L R, Scwartz, J M, et al. : Reduction of 
prefrontal cor tex metabolism common to 
three types of depression. Arch Gen Psychia-
try, 46 : 243─250, 1989.

c）単行本の場合
著者名：題名．監修ないし編集者，書名，版
数：引用ページ，発行社名，発行地名，西暦
発行日の順に記載する。
（例）
八木剛平 , 伊藤斉 : 躁鬱病 . 保崎秀夫編著 , 新
精神医学 : 282─306, 文光堂 , 東京 , 1990.
Gardnar, M B : Oncogenes and acute leuke-
mia. Stass SA（ed）, The Acute Leukemias : 327
─359, Marcel Dekker, New York, 1987.

d）著者名が 4名以上の場合、3名連記の上、○
○○，他、あるいは○○○ , et al. とする。

3． 投稿は原則として以下のファイル（①表紙：上
記 7の（1）を参照のこと、②本文、③図表、
④投稿関連電子ファイル：連絡先　査読候補
者等の希望リスト　投稿承諾書　COI自己申
告書　ネイティブチェック）を pdfファイルと
し、以下学会アドレスに添付ファイルとして
投稿してください。なおすべてのファイル名
には氏名を先頭に記してください。例：「山田
太郎表紙 .pdf」、山田太郎本文 .pdf」、他。

4．学会アドレス：journal@jsatpt.jspt.or.jp
5． 著者校正は 1回とする。校正の際の大幅な変
更は認めない。

6． 採択した原稿及び電子媒体は、原則として返
却しない。

7． 投稿承諾書・COI自己申告書・ネイティブ
チェック証明書は PDFにして、日本支援工学
理学療法学会事務局にメール（journal@jsatpt.
jspt.or.jp）にて提出する。宛先は以下の通り。
〒 106-0032　東京都港区六本木 7-11-10
一般社団法人　日本支援工学理学療法学会　
「日本支援工学理学療法学会学会誌」編集室

TEL：03-6804-1626
E-mail：journal@jsatpt.jspt.or.jp

8． 本誌に掲載された論文の著作権は日本支援工
学理学療法学会に帰属する。

9．査読候補者について
（1）査読者候補を 1名以上指名すること。該当
者の①氏名、②所属、③ e-mailアドレスを
投稿の際に同時入力すること。なお、査読者
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の最終的な選定は編集委員会で行うため、必
ずしも査読候補者が査読者に加わるとは限ら
ない。

（2）投稿者の不利益が予想される場合、投稿者
は該当者を指名して査読候補者から除外する
よう希望することができる。指名する場合は、
①投稿者に不利益が生じる理由、および該当
者の②氏名、所属、e-mailアドレス等を明記
した別紙（フォーマットは任意）を添付するこ
と。なお、査読者の最終的な選定は編集委員
会で行うため、該当者が査読者に加わる場合
もある。

10． 英文で執筆する場合はネイティブチェックを
受け、初回投稿時に証明書のコピーを添付す
る。
（2021年 9月 26日制定）
（2024年 2月 29日改正）
（2024年 9月 11日改正）
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